
日当りのよい野原や海岸に生え、茎は細く糸状で寄主にからみつき、黄色を帯びる。花は無柄で数個が束
生し、花冠は長さ約2mmになり、5裂する。花期は7-10月。萼は扁三角形で薄膜質、鈍頭、長さは花冠の

1/2-2/3。花柱は2個独立していて長さ約1mm、柱頭は頭状でややふくらむ。

以前確認されていた場所（養父市、宍粟市、丹波市）では消失した。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Cuscuta  australis  R.Br.

観賞用等採取 特異な生態 ○ 分布の限界

■ 県内分布

宍粟市、養父市、丹波市

■ 国内分布

北海道、本州、四国、九州、琉球諸島

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ヒルガオ科

兵庫県ランク…マメダオシ
環境省ランク… CR


